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ナ 火等 セ 除 手／ 出 ヒ ト ア セ ノ 石宇
リ 山 d，、 フ ク プ セ 駒厚 ヲ リ 楠片、

大 噴固質本タ t沙 レ ノ 駒 ミノ ケ
岩ノV 原 タ 外 ケ 後撤 ナ 日i形噴
J、提l・ 岳 ノレ凡縁者 ノ ノレ 物火出

駒 i問 ノ モ プ 尖 ーー 尖駒 中 口 物
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砂時l果束ス 部 物漸 ソ 的下

及塞砂麓ノV ＿，＞、 ＿，＞、 究 t暴 一
1手 シ原 一 ーー 破 現頂 畿ノ、

石大 ノ 一至壊 今上 時流

主主 沼 国吉［） フ セ 火部 1t L〆

磯小 山分 シ プ 山 J、 ト シ

ト 沼赤 J、 メ L〆 ノ 破 よE Jf; 
ノ 等禿北 タ 語主 北壊 云跡
混ノ山方ソニ 官l~ セ フ ヲ

合堰黒及而隅 及 フ 4、、
言p)'む

物止峰南 ジ 田 西 v キ メ



ーー ．砂 セ 好手 ーー 形

（一）於北 ノ、斯ノV 押鼠 シ 次火究
ケ 海 下町 ク 泥 111 ブ 一 口 ーー
寛ノV 道 後 ノ 流津 J、 赤楠 一 H責
永駒 ノ ノ 京口 J，、 爆該褐 固泊出
一 ケ )Tl H責 キ 北裂浮色形 ヒ シ

七獄 史 長~男「7 火二四火石 ノ 火 ア タ
年火 J、

]i 一 fl,): 一 口 質 1宇 口 流 ノレ_L. 

111 甚 l探代流 ノ、 泥石 下／、 ヨ ＞、
£~一"? 火流 質

一寸
月 爆 タ ジ ヲ v リ ジ ク

一礎新 地経末 LU ノ 砂集其ノV
ノ シ 出 プ fr耐"' ノ 堆磯塊末 喝、、
有一

[j 主 ヨ子 セ 歴ノ、 革を 積 ヨ 質端坂
ナ ご正 史 フ 史扇育 一 ソ 泥扇集（ 

日寺 レ tt.): A先日.）： 成流吠塊西ノV ノ ヨ

厚手 ニE
代

タ 代 一 代 リ リ ノ ヲ 熔
一 ノ ジ JV 一 披 ノ ア 折 i註旦岩一j、- ヲ プ 一 物入 jJ 終形戸 シ 一
匹l掲寛 於 j頁 リ レ Jl: 成 JI¥ ア シ。ク 刀t ケ ノ 火 リ f支 セ 北 ソ 来 ア
年 L〆 ll長 堆 UI － ー フ 万二 〆」澗楠、
七 代

Jレ
積一 形ノレ 崎国＞、 一 ノレ

月 究 .13. 噴 セ 4’fiむJ !& 於 、、、 附形
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ノ、 動 リ 所約礎及倣力 五 三〆 βI 、

I珂 ヲ シ ノ 一 ノ 微 ス ノ 年 プ 日一
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ア 出 一－・ 最火 時 リ ヲ 磯時動
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レ前 リ ノレ 除 。 云候 ヒ

J、 一 プ ιE ーー 米 フ 所 ブ

五 一於 黒 ノ 下除掛］ ノ 多

七 プ 姻上降 － ー ケ 測量
日 J、 ノ、 井 セ 詮獄定 ノ

午特 市I シ リ セ 担I] 一 プk
両t 究極

。
｛民 蒸リ ヨ

零其 白木六活所 レ汽

時前 畑形 月 動問 及



(4) 函 (3) ジ性 v ヨF F責 リ 一一
今雷 館爆昼 カ 地之 モ 有噴火 プ __.L・

／、

同電 市殺気 如震 ヲ 震戚火激前分
ノ 第 一 T議 ノ シ 屡要 域地平烈 同 四
爆六 11~士 ナ 振 々 ス 狭震静 ナ 様二
接版 ア リ 動 起ノレ 小 ア ーー リ ノ 秒
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ノV 窓午 ノ 時 jllf 日 一動次 ノ
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タ 気 'E 域 1也 ナ fJiX 約 ノ、

ノレ ノ ノ 狭 震ノレ 震五

目立 振 ノ、 ア 躍を ヲ 。
部i 動 僅 ナ ソ 績 戚分

ヲ 少ノレ シ昨年 シ 問
ヨ 戚 ナ 火 jJ 問 Jt 一
リ ジ リ 山 説短 後亙、



ノ コ 湯 (5) ノ 四 / 一 ア

噴又温 ノ 駒温火雷 0 ＃士七蔽
湯 噴泉川 ケ 泉災電分絶 日 －＇・、
..；・、 火大及識 ノ 一 蛾噴 ヲ 午 L〆

旺嘗瀧根爆 麓 催 ナ 火極前 タ

ト 時 ノ 崎礎調 ゾ リ ノ メ ーー・ JV 

ナ 鹿第温 ノ タ ジ衰午一山

リ 部一泉結 ノV 嘗 フ 後時 麓

且村競附果 毛 時ノレ七 二一

ツ 留 湯近附 ノ 各 ト 時 六 帯

以 ノ 外一近 多蕗共 ヨ 分 虫色

前湯二帯温 数 一 ーー リ ヨ ーー
ヨ iNa ケ ノ 刀住又宅 一 落終 同 リ 東
リ 泉所温 場 上雷熔ー始方

高 ノ ノ Yにrt ノ レ頻 セ 一 ’ず 海

温湧噴胡温 リ 出 ソ ソ 』七
ヲ 出 湯出 泉 ジ 日 ーー

保 ノ、 ノ、 量 湧 鹿 至 ノ 力を

ツ 国 Eー晶 ー~ j身、 出 部 ノV 浪 プ

ーー 時 時減 量 及 問 ブ、 昼
~：停著退並 臼 最 ノV 中
Lノ 止 シ シ ーー 尻 モ ヤ 官？
リ さノ ク 午温 雨 激 雷気

七滅後度 やf 烈 音 現

ヱミ 月 退九 ー 一 ーー 象
ニノ 一 セ H寺 務一 於 シ jじ ヲ

II リ 頃制 テ プ ーー 起

！司 ト キt~ ア 最 翌閃 シ

七 村云崎 リ ごE 一 電話

鹿 フ 地 自p 甚 入縦 I＼時

部 域 チ ジ Fl 棋： ア

t且 仁 穆』 ク Lf － ー ソ
7.白~ 一 ノ 建 前放 市

古 ::r Jll 築 ー射 電

湯 ーー 村 物 日与と シ ノ、



二八

頂 ロ）至大帥 O ナ (1) 

砂部駒火 レ部 チ 。ノV 噴楠

原 一 ケ 口 '} タト無米地火囲
岳山議壁 ノ、名以 1fi 前形
ノ 外倉IJ J: 上丘上ヲニ 火
西観 ケ ノ 位田堆呈於 口 第
及上峰被 一 中積 セ ケ 底 一 戸七
東著 ノ 覆 移館セ シ ノV ノ

ft！厄" シ 内第 動岩 シ カ 楠充
z与王主立

部 キ 側六 シ ，、 モ 今回填 頂
J、鑓及版 新形 ノ 同形 上． 噴
噴 化外第 火 ヲ 、 ノ 火

音日l:U ヲ 側二 口 浪如爆 口 火
物認 J、 園 ト シ ク 否姿底 ノ 後
ヲ メ 噴及 シ諸其 一 J、 地 一

市I 一
吾p，列む〉 ス 出 第 7 火結 ヨ 形 於メ 物ニ フじ 口 果 リ 自己
サ 一 園 イ立 ノ 火噴 ノ 自とj ケ
Lノ ヨ 置 内 口 出如 努 ノレ ・

ト リ ノ 下底物 ク イヒ 頂=E 被 上底 J、 J、 諸－
中 覆 方 一由 平該火

第
上

央 セ 或埋坦火 口 一 部
設 一部 フ ノ、 ト 口 並

版 ノ
及 L〆 手自 セ ナ 底 ーー

内 タ 他 フ ソ ヲ 各 愛
タト ノレ 一 レ地充鹿 イヒ
雨 モ 偏 タ 形填 ーー

側 鋸 シ ノV 若 シ凸

ーー 歯 ;T ごE シ八四
ノ、 航 閲 ノ グ 。 ア

被 ヲ 口 ア 援米 ') 

覆 ¥ コぇ ノV 化乃 ブ

物 セ JV モ セ至極

残 ノレ ニ其 リ 一雑

s
t
、・1
6
5E
＆
F
E官

et
，‘E



堆 ーー t住 セ 推跡 項 リ 官

積海 至馬 察 フ 駒 察
、

ヲ 隅 ナ 叉雨 セ
三毛 鼠 L〆 ノ ス Lノ ノ .A 観 回 リ 雨峰ノレ
ノV 山 リ 背 ノV タ 背 ノV JV 盛 ト 者共 ヲ

－ ー 及 担I] ＿，、 一 JV ＿；，、 ーー 官包 ＿；・、 .A ノ ーー 思

至南 定噴 鞍結噴恐 J、 タト 外 内 .I.. 

L〆 ！持 ノ 出 部果出 フ サ 観 側側
リ ノ 結物 ノ 鞍物 ク ノV 噴 ーー J、

国 果 ーー 被部 一 一 ーー 火 於可一頂 f.'.J ヨ 穫並 ヨ 。主 前 ア 成

7伝 五 リ 物 ーー ソ 米 v ーー 1芋 ノ
ノ 。ア ノ 内 プ ヲ リ 上t 石厚
地 米 厚 厚側被下 ‘・

頂 ジ 流 ヲ1-

域 内 ク サ 主：｝葎 フ 七著 ノ ーー
.；，、
、 外被

J、 面 セ サ 附 シ 残被
附 堆夜 僅 J、 フ ノV 延 ク 留葎
田 積 セ 少噴 ν 〆＼ ノ 稜 司王 セ

盛 セ フ ナ 火 :7 ユ‘／ 被 化 ノレ フ

ヨ シ レ ノV 前ノレ 覆 シ :3 L〆

リ ヲ 爆 ，、、 ーー ト 物 内 ト 其

高 知接 ジ 土色 同 ノ 官Ii] J、 朕
~r: ノV 前 シ 時 厚 ノ ？字態
大 一 収ー ーー サ 賂 石 ノ、

ト 上t 態火 J、 崖 流爆
ナ シ 一口 I也 J、 研殺
リ タト 務底 形 噴 究前

噴 1現 セ ノ 並 UJ ←上 -
出 ヲ リ 一 ーー 物 最比、

九 物 著 周 。 亀 ノ ニモ 三ノ

J、 シ 間 。 裂~ 注科i
七 ク ノ 米 ノ 意趣。 異 朕 内 朕葎 .A ヲ

米 態外 態 J、 ，、、 異
J.J. エぇ ヨ 充 ヨ L〆 キ 一
上 ノレ リ 填 ソ 其 事 セ



ノ 時海 海埋側 外
ーー 4-- 子i J:~ 渡岸波及多側
シ 同 。ーー 島 ノ 三毛 北量 ノ

プ ノ 米打宇竣ノv fl!『 ノ 務
終爆 乃 チ 島化 ーー ーー 噴化

熔接 烹上東 玉懸出
ノ ノ、 一 一 ケ 海 レ レ物 一一←」 一結楯 。フ 犀1-'-f ソ ノv ノ

果囲 。L〆 ーー 東放被
新形 新 米汀於 説射夜 タト
火火 火 汀線 ア 面谷 一 倶1
rl IJ n 帯主 ーー ff ーー J、 ヨ

並
ト 底 突鑓 ーー 在噴 ') 

ノ Hi 化拘 一Z、〆， ヲ 出 Lil 一
ア 既 生 移 ヲ 出 ジ物腹 j毎
蛸 一 成 動来物 諸流及 ~ 三
斗存 セ セ ノ 渓下山

形 1=E
第
ノレ ソ 1住 谷 ノ 麓 ノ

火 ~ ヲ 鹿積 J、 際 一 愛一
口 シ 一 目部ス 殆上亙 イヒ！坂
瓢安 撃臼ノV ン流 ソ

形政 セ
尻尾

ごE ト ＿.＞、 プ
第

火火 リ ノ 埋倒多
一口 口 キL ア 設剥少
版

及中 昔日 リ ジ セ ノ

t重心 ノ 又 其 フ 地
木 ト 海海 跡、 レ形

形 ナ 岸上 ヲ タ 的
火 リ 一 ーー 存ノV 麓 。
口 i舌 於降 セ ーー イと
ノ 動 ア 下 .A 反 ア
ミノ ノ、
一 セ シ リ

筒 タ 調 シ 下就
ヲ JV 査 モ 流中

生 モ 営 ノ ..；，、 西



ーー 一 ヨ一 白 雨イ立 J、 長反ニ ソ 成

積八 リ 煙壁 ーー 頭 ク ジ二 ジ 頂 (1) セ
ノ、 年 プ ヲ J、 在部約南 O モ 部 ソ

リ 火境上直 リ ノ 三西米 ノ 火 開
シ 口 セ 鼻立北市 O 壁飴 ナ 口 斗

－ ー ト フ ス ジ 々 束米 ノ、 深 ソ )Ji{ 河ヨ
反其 レ此噴東側 一 傾 サ火 ノ 火
ジ ノ 略火出 ーー 達奈十五 口 中 口

前形北 日 物長蓮 ミノ 緩 。ノ、 央
者朕束 ノ ヲ ク ノV 一 米側 一 第
J、 ヲ 東露延裂央 ジ 内 三卜 ア

北 同 走 ーー /:Ii 長解 － ー プ 外股 リ ！坂
東 シ リ 相 シ約朕小降 ナ 7 第

一 ク 長接寅一火丘友 ソ ジ フじ 一
鑓ス サー シ色二 口 ア 北 プ ノ I司
イ立 レ入 7 又 0 ーー リ ヨ 東頭安 第
シ ト 。ーハ 米 ジ ア リ 壁部政 七
且 モ 米ィ、禍幅 プ 其： ア ノ、 及火 版
ツ 後内 裂亦三噴雨被断尾 口 第
分者外鱒色 。火側葎崖部 ノ

一
岐 ノ、 ーー 朕 / 米前 ノ セ ヲ ヨ _I:: 閏
セ 元建 火井 内 ノ 童文 プ ナ リ 11/: 
ノV ノ 三ζ 日華外明箇ノレシ成 一
ヲ 安是 ア物深治慮火噴 リ 相

見政等 リ ーー サ 一 ヨ 口 Ii:¥ 頭常一
ノレ 火 ノ 前 ヨ 二入 ソ 底物部 シ

口 二火 リ 。年盛 J、 ノ J、 ムE、

ノ 裂 口 プ 米火 － ー 北 累略同
I虹鱒 ト 被乃 口 噴西暦固大
朕狭 J、 至 ノ 姻 ヨ ヲ 形活

於火 ヨF レ 二束 セ リ 露 重h
プ 口 火各五寄 リ 南出 シ ノ

略 ノ、 口慮米 リ 叉東 ヌ． ア 中

東明 壁 ヨ ナ ノ 尾 一 ノV 直心
両治 一 ヲ リ k 部和 ーー f軍 Jタ．． 



匹｛ ス 問 一 ヲ 頂 モ 丘 カ シ

ーー ノレ ヨ 五主部海（3) H責 ア 一 瓢蛸（2)
走ー リ 米 シ ト 鼠 出 リ 下形斗、
ノレ火燥 内長長山撞 セ 主底 ヲ 形瓢
一 口 昔外サ柄頂木 ヲ ヨ 主火形
大列 ヲ 一部上形 シ ソ 三J 口 火
裂 ト 事量 シ五 ト 部火 プ 噴全 ノ ロ
錦見 シ ア () 一 ーー 口 其気長南
火倣 プ 埋米安トイ立 ←iお．－－ ス 二東露
仁l サー薄波幅 ヅ シ 第 東ノレ 。 ーー 七
ノレ 煙 ~ 一 ヲ 蛸七 l’部 一 。 営版ー－－
シ 〆、、．． ヲ ノレ 0 得斗版 ヨ 過米 リ 第
ア ヨ干 噴 ごE 米其 7~ 第 リ キ 飴固二
;tt: ごE 出南乃 頂火三 噴サ ア 頂同
長 ノ セ 端至部 口 及 煙 L〆 ヲ 丘
サ ナ ソ ーー 四 ，，、 ノ 第 シ ト 縮 ノ

一 リ 該位。 北北 四 吉司 モ 小束

五長繭ス米東東岡 査膨部斜

。柄形ノレ火端瓢 嘗大 J、面

米部火火 口 ーー 形 時部短 ーー

飴 J、口 口 壁 ア 火 一 ＿＞、 径在
幅繭ノ、 _> 、 J、 リ 口 小径二 ソ

二形二未直 プ ノ 鳴八 O プ

。 火筒タ 立南北 動 O 米北
乃 口 或埋ス 北 一 ヲ 米深 11Li
至 ノ ノ、 設火 ーー －粍 ｛宇 内 サ部

三回三 ス rJ 長 リ ヒ 外二 J、

0 壁筒ノレ底 ク プ 1足 一 五狭
米ノ ノ ーー ノ、 中掻 石少 ジ米 ク

1束中 火至北央木 ノ T 内南
ター 央口 フ 宇部朕 外火外束

一 ヨ 南 Jζ 部狭 ヲ 口 ーー 部

五 リ 北岩 J、 ク 旦 岩底 三J ＿＞、

乃 西 － ー 塊深繭 もノ 塊 ーー プ 膨

至南列 ノ サ‘ 形其 ヲ 小僅大



！首 日 ノレ 口 同 友 ノレ 一一
露 llJ セ 鰯 モ ＿.・、 火以（4) 一 部 。
！日 頂 フ 斗 ノ メ入I 口 ←上 ヨ 分米
ジ 部 L〆 形 、 期 ヲ 諸 活 リ ーー 一
鑑 日ー タ 火如 ノ 過火 動 プ ＿.，、 ジ

裂 J、 ノレ 口 ジ大 キ 口 ノ 厚 底 ア
ヨ 大 rrq 毛 及 活東 ノ 中 ク 部 中
リ 小 ノ 早耳 動南配心被 一 央
何 ノ ーー 汗5 ノ 東列 並葎摺以
レ〆 f血 亀 シ 火 中 － ー ノ 一 セ 鉢両
モ 裂 裂 ア‘II ii:--. 長老 股火 フ 形 一
克無 ノ 同リ

J，、 ト ノレ 態 n v ヲ J、

斯敷 ＝－大 ナ 草場 ヨ 生 タ 早数
ヲ 一 生 火間 リ 線 リ ！』i:X: リ セ イ！長

噴存 成 n シ ト 十佳 A頂 ノレ ノ

日i在 ヨ ヌじ ごE ノ 察庁， 一亀
セ シ 第 ソ 火 ノ 一 エぇ 小裂一
リ 其 ←＇・ f支 口 ナ 大 JV 火之ノ、
組 内 版 r& ノ JV ；で理，E写' ー 口 v 

裂壁 第 セ 上 〆、、 線蝋 ア ーー
＿.，、 ーー ブ ク
ー一 存 斗 ソ 直．

時於 同 レ 一 他在形 調角
ヲ プ タ 在 ノ シ 火 査 一
3亙 ノ、 ノレ ν 二其 日 j"品＇I 父占

ノレ 赤 モ ト 者 Jヲ匂..._ ヲ II-# ノV
楼 ノ -f: ノ、 叉過 J、 ヲ

従色 ナ 持； 三11~ セ キ 杢 見
ヒ ヲ リ 木 火 ノレ 北 ク ノレ

漸帯 万5 仁l慮東 活束

衣 ヒ 火 道 ~p ーー 動端

其 タ LI ヨ チ 走 章生 ノ

長 ノレ J、 リ 蝋ノレ 士息 iflr.l 
サー 火 来rr ヲト 三十 弱 ジ 裂

幅山 一 岐 形線 火 ノ

深岩 開 セ 火 ト 山 Jヲ句』



J：：ノV 並朕南噴来 － ー よE ア 積サ

一 モ 亀行 ヲ 側 気側又中 ノ フ セ ヲ
及 ノ 裂 セ ナ 或 司z .ffィ~.＇.！、 JフI亡I. 、 ス シ増

フ ーー ノ ノV γ ，＞、 リ ノ mi~ ノ 重弘前芳大
ニE シ大鎚懸駒其背股諸 裂記 f骨 ス
ノ プ ナ 裂崖 ケ 等 ノ 火 火 ヲ 裂 }1 ノV

ア 延 ；v 相 ヲ 識 ノ 鞍 n n ；邑 縛 牧 ーー
ソ 長 -t: 接 構 東方部 ーー F甘 ジ 朕縮反
一 ノ一 ジ 成側 ド1] 及並屯 ア 火 ーー 三ノ。J、 タ ーと 等 ノ、 F同行 一 逸 口 ヨ 日賞
0 J沙 ノV リ ノ ff!t 田 或於 出 ト ソ ；札~ 
米原 ヲ .~~ ｛.；，午、 シ 盛 J、 ケ セ ノ、 :T ノ

乃岳以 ノ 奈｝ T m i在ノV ノV 自 生度
至 ノ :T 背面馬部角貌 ーー フ セ ノ、

三東 中鞍 蹄附 一 装l 過 主主 シ 時。
背 問 部 花形遅配

ノ キ ・r・生 モ ト

0 駒］部 隅 リ 火 一由 列ブJ コ主 質 ノ 共
米 ケ 沈 田 プ 口 ノ、 £ノ 向 ヲ ーー ーー

以獄降盛 ，＞、 外夫砂 J、 異 ジ i~Tr 
J:: ノ シ ノ 亀輸々 原火 ーー プ 今に

ーー l~f 溝背裂 ーー 多岳 仁l シー衰

遼東先~部 ーー 並数南 ヲ 克般 フ

ジ側ヲ 等 j!l~ 行 ノ 側中 斯 一 ノV
幅馬阜 ノ シ ナ 大及心 ノ、 J、 傾

五 ノ セ 手百 ブ ノレ小東 ト 噴地 f旬

米背 リ 平 其 ご正 抱側 三／ 出下 ヲ

乃東 H 内 ノ 裂駒 プ 物 ーー 有

五部 ナ 側多 ヲ ノ 同 中深i ス

七及 ノV J、 キ 生背心 － ー ク ーメ円ιι一 ~.Y 

米 F尚 箇沈 ヲ シ駒朕 j見通等

深 回 底下見何 ケ 或 有 セ ノ

サ－ 盛 シ ノV レ撤 J、 セ ノV 亀

七 ーー 方今 プ 砂 モ 尖放 プ 二E 裂

米於 ア 段以盛，，，肇射 ノV ノ J、

f). ケ －＇・、 階 岳 ーー ノ 朕 、 ーー 土佐



各 ーー セ ーー 一 附

項爆 ヌJ 亀 フ 三ノ 部右近駒

一 手雪 、裂 ノv プ 膨亀 ーー ケ

亙 ノレ ノ 、 内 大裂 J、 選ま
リ 件 ニE 生 克壁 シ ノ 長 山
プ ヒ 第 ノ 成新 ーー 鍋外 サ 腹

一 言己 担由 八 ナ 順踏 ＿，.、 形砂 数 ーー

~ 出
j~司_: 

ノV 1手 ノ 赤 ヲ 原粁於
ス 或 カ ＿.＞、 放 色主 音 一四 ケ

石 v ...、 女日 耳i出 ヲ 二え ノ 遼 ノレ

ノ、 話を 引責 ジ 上 セ 帯 JV 東 Jζ flf.i 

屑 左 l:l:l 部 /V ヒ 凹 斜 ノV 裂

ノ セ 出 一・． 結 タ 所 面 ごE ノ、

第
京日 シ 物 存 果 ノV ヲ ノ ノ イ品I
ジ 噴 校生新形岩 ア L〆

四
出

（ 

成 鮮 成 府 リ第 7- モ
l司

物 一 ノレ セ ナ セ ーー 頂
...、
版 .:i: フ ノレ ノレ ヨ

』k
火 ノ L〆 n よE リ 制i
山 初 タ Ji手 ノ 厚 ヨ

:tr 期 ノレ ヲ ア ク リ

f母 ・ーー ごE 露 リ被 放

1字 ジ ノ t-1:1 径夜 射

石 プ ナ 二え 一 セ ｝伏
流 Lil ノV 是米 フ 一
:i1t 日夏 ，、、 v 乃 L〆 走

ーー シ 恐至 タ ノV

瓦 生 フ 一 ノレ ヲ

五 斯 セ ク 米 地
ナ ノV 岩深域 ト

リ モ ｝持 サ － ー ジ
「

ト ノ 中 一 J、 ク一
Jえ ノ、 ーー 米 亀 ノV

1頂 千変 合 以 裂 ー、－ ．． 

今ζ 生 有 上 ノ 適正
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西果 ト 一内 ク 域 日自 常 従基

側生 ~、 米外 臼 ( 1) 一 岩係岩 ト ヒ 黒白
ーー セ 白 以 ノ 尻火 ア 陪 民上 ！首 Jζ プ ト

落 シ 蛇上 ご正 村 山 リ J、 土佐 神j シ

下 モ 樫 ーー ノ 字岩 プ fJ!M 一 積 今C ブ
セ ノ 地及多磯塊 －＞、 l±l 遅 ノ 其束
シ － ー 域 フ 量谷 第 向 官接 厚 大南
毛 ジ 守壬 － ー 附入 i昆 時 セ サ ザー 東
ノ ア 古寺 ノ 噴 -iii 版 度 __.. ノレ ノ、 ヲ 及
ーー 該 プ ヲ ！甘 ーー 第 高 多 筒火 減市
J、 お－屡 JチKマ セ ヲiを二 ク 量慮 rJ エぇ jj 

直塊 々 ユ フ 散 I司 且 ノ － ー ヲ L〆

径一
J、 目 JV レ セ ツ 克於 E巨 ト 炭
二多 撃 ::2 馬 ソ 大 各斯 ブ ノレ モ 域

米 ク 7. ト ノ 局 サー 慮 ヲ モ 多 － ー
ーー ノ、 ノレ ア 背 ノ 拳 ヨ ノ百色、 厚 従 』主三J: 亙
達敷 ト リ 背大 ソ 有． 薄 ヒ 一 ソ
ス f固 ::2 堆近ノ ノ 瓦 ~／ ア ア t佐 ア
ノv － ー ロ 干支 ツ 南 モ 斯高 ノレ 漸 積散

撤破 ナ セ ク 方 ノ ヲ 温 ヲ 扶 セ 不百

密砕 リ ノレ 一 自 最 ぜt ナ 兎減 yレ セ

質 セ -R 三 ~＇｝ P造 世主 よE m リ v 少 地 ブ

安 フ レ府 ヒ 碍普 ，ス シ ス 三ζ 域 ノレ

山 レ 浮上 プ 附遁 JV モ L〆 一 而
~＇J 附 石 漸近 一 ヲ ノ ト ア モノ

塊遅質鍋次 シ 常 よ正 ソ 7 

ア ーー ノ 形大 －＞、 ア ト ジ I也 プ :1'~ 
リ 散大 ノ ~~ 岩 TSi 三ζ ア 7陪 J、 Jr} 

七 ア首LA'；ー 注． ヲ 塊上 厚 及 大 J、

J也 セ 与包 I也 }Jll ノ ~H ク 小火

上 リ 落 ヲ ~、 大近 j:ff 害 f父 r:I 

愈1j下存往 サ ノ、 平j'{ 物 ま佐 ヲ

f童 ケ セ セ 々 五勿 セ こIt ス m~ 

二 l峰 シ ノレ 大 。論 ノレ 他 ノレ ;v 

米 ノ ま~·t『B: ::2 ナ 糎遠 1也 ノ ヲ ーー



雨軽麓 主軍 ヅ ーー ノV ナ v 干し 飴
首軍 カ 地 白 石 モ 蓮 モ ノレ 白 ナ 質岩深
石 フ 域色 ヲ ノ ス ノ 多 色 リ ノ 塊 サ
ヲ ス ーー 多 ノL合，~ 、 ア ノv ア 角 多 部 ノ、 一
含多屡 孔 有 リ モ リ 形 干し 持石米
、、、 孔 々 質 ス 互日主ιf ノ つt王. ヲ 質 ト 理 ノ

複質 ・礎 ノ ノレ 石 ーー 質是 ナ 友上摺
輝部 見部 複 ＿；・、 ア J、 シ ノレ 色 之鉢

石 J、 セ 亦 輝現 ソ 浮大 モ 級 ヲ 形
安 i字 フ ト 石 品 プ 石形 ノ 密別 ノ

11t 石 ノv h反 安 ト d，、 質 ノ 質 ケ 凹
岩質 レ色 111 シ 屡 ーー "C ノ ア 所

一 ナ ト 鍛 ~＇王. ア 々 シ ノ -!t王. 部一 ヲ

属 v モ 密 一 多核 プ d，、 ）首 ヲト種穿
ス 其質 届 量心軽稜 ノ ト ト チ

モ 量 ノ 玉ζ ノ 部総角 大 層 ナ i'久,... 
赦 多部 1疋 J、 表 鋭部 ！伏 ス 克.... 三E' 

密 jJ 手ト 曹赤面 ク ヲ示 ヲ ヲ 塊
質 フ ト 乃 色 J、 ヲ ナ 千尋 ＿，、

部 ス 層 至乃 何 Jf~ 占 セ ’＼ 縁、
部J、 破 朕 中 芳． L〆 ノ メ ノレ ク

攻 ヲ 性紫 モ モ 最 よE ~p ーー
礁般 ナ 長 赤 臼 ノ モ ノ チ 特
質 ヲ セ 石色色 ーー 多 及 向 出
ナ ナ ノV 及 ヲ ナ ア 量 1及色 セ
ソ 三ζ "C 透是 L〆 リ 一 月，｝－、 多 JV 、
堪． モ ノ ま軍 シ プ 存 色 干し "C 

品 ノ 石川： ごE ノ、 本． 轍質 ノ

多 ノ 一 大梢 シ 密 ナ ア、
シ ク 品句 外来日 4)・ 国 一 質 ノV リ
ア ーmヨ且ij ケ 少紙一味般 ナ モ

斜者獄 量光 O ヲ 一 ノv ノ

長 ノ ノ ノ 深糎帯不 ニE 自

石如南 紫 ヲ 日、 ヒ 規 ノ 色
及 ク 東 蘇放上 ~ 則 赴多

t、、

ぜ

i
a



7 ジ ノレ 火 ノ 馬 ＿，、 ノ モ 一 モ、
タ (2) プ 蓋 u1 大鈴火攻 ア ノ 麗 ノ ：！及
ノレ 火 最 シ 5車 形薯 山珠 リ ア 々 ト 黒

地 山 後噴 ノ、 ナ 大躍質本 ソ 殺塊色

方疎 ノ 火複 ノレ ヨ 第 ナ 岩後見 朕鍛

一 岩－現輝 よE リ 八 リ J、 者 セ 或 密

飛火 塊象石 ノ 径版 .f)f ノ、 プ ノ、 質

散 山 噴哀 安 多ー 第 日日日 馬 レ〆 馬 ナ
三／ 磯 出 ，、、 11J ク 米－ 一 ト ノ 大鈴ノV一
尾ォ J、 －＇・、 砕岩駒以 岡 シ サー 薯 毛

） 

本Lt庚 火府 一 ケ j-_ プ ノ 一服 ノ

部ぺ域 山 物属議 ーー 多 多南五 ヲ

椴Lユ 時 噴 シ束達角 畳麓糎 ナ

法号瓦 ーー 出 一麓 ス 朕 ノ 一 以 Jζ 疋H王' 

華ヶヲ ヨ ノ 般地 ノレ － ー 耕散下 モ 質

ノ プ リ 休岩域 ごE シ 長在 ヲ ノ 堅

一分 ア 止屑 一 ノ ア :fl ジ 立df ト 硬
部布 事基 セ ノ J、 ア 亀 及大遁 ア 一
一 シ ヲ ン上一 リ 甲 透 ナ ト リ シ

堆 J駒 t仁f司2与 ト 一 五島 朕 主・!ji ノレ シ 自tプ
積 ケ ケ ス 散糎 ノ ノ 1i モ 稀者 重
セ 撤 タ ノレ 在 内 背 亀 ノ ノ 一 ノ、 ク
リ 肝J JV 常 シ 外附裂 外 ノ、 不 折 多

大近 コ也三 時屡 ノ 在 ヲ 少長 完戸 角
サ J、 ノ 一 々 大及有 量径 全川 破
四 勿 ト t地 砕 サ 其 シ ノ 一一 ナ 流 片
糎諭 G函＼＇l出 友 ヲ lH 麺 紫 O ノレ 域 朕
以遠 7 セ 千f 1IIU 施 蘇糎麺並 ーー

1l 下 グ ヲ ア ヨ 7. 皮 削if). 施 － ー ジ

ノ ノ、 得 L' リ ノレ .＞、 グぇ 石上皮 tW プ
Jモ 四 4、、 タ ア よE 五 LIJ ヲ ーー 朕 ノ :frI 
ノ 。シ ノレ 被 ノ 。5車 /ff j主 ヲ 湯凪

多粁 'f: 援多 キ理 ーー シ ス 旦 ノ 斗i

ク ヲ ノ セ シ 以属 石 ノレ ス 北 ナ

多 rm ーー プ 該上 シ 基 毛 ノレ 方 ノV、



ノ フ ソ ノ 臼

ナ レ 結 共破尻結
ノレ タ 品 ーー 片 村品
4、、 ノレ 片 短 多 ーー 片
ク 毛 ノ、 柱 ク ~u ＂＇・、
i字 ノ -!l三王I 朕 細 ノV 斜
l(i 或築 或粒地長

質 ノ、 今t ＿，、 ト 域石

物岩第 粒 ナ 一 及
之 賦ノv ，、輝

中 冷 破耕大石

F甘 ノ 却 片長 ナ 一
着 Jjf シ タ 石 ノV シ

セ 品 結 リ ＿；・、 モ ア

ノレ ト 日日目 白 ノ 雨
:::r 〉‘〆 ヲ 色 ヲ 者
ト プ 日日日 粒雑 J長
多 存 出 朕 フ ーー

シ 在 セ 一 L〆 大
セ シ シ ト サ－

シ メ ア ごE

モ タ 輝椴粍
ノ ノレ 石 法以

丹後 ーー 手長下

月－ 一 ＂＇，、 村－ ヲ

粉爆 透 一 ;;.ig: 
砕接 ~!Ii 到；邑
セ 作 石 v ト
フ ）百 －－・、 コス
レ ノ 紫大 UI 
遊魚 蘇 サ 麓

離 輝一附
セ t地 石粍近
ジ 出 ト 以 ヨ

毛 セ ア Iご ') 

モ 並散 リ ナ 角
ノ 一 シ（3）後ノV 朕
多結火火者 ごE 叉
さ／ 品 日 山 J、 ノ ＂＇・、
片 ヨ 砂極 ト 不
ヨ リ メ ア よb三じ4・

リ I訂火 ア リ 形
成 束 山 少前 ヲ

ノレ五砂量者主
岩四月二月シ

片粁岩 シ 礎軽
J、 ヲ ｝首 / ノ 意
大 F雨 堆輝大 ーー

サ ア 積石部 ν 

一 タ r'[=l 安分 ア、
7/'e ノレ ーー 山 ヲ 白

乃 尻普岩 占 色
至． 7ij三 ク ーー メ 多

一一・ 内 存属 岩孔
粍 村在 ジ 質 質
ヲ ス 時 ノ、 ナ

普武 L〆 一 ti ノV
；逗 井 ト 麺色 モ

ト － ー 二号 施岩 ノ

シ 降火皮塊 ト

大下 u1 朕 一 友
ナ セ 友 ヲ 於紫
JV リ ーー 主 ケ 色
ごE 白 :m[ ス ノV ヲ
ノ 色 キ ノレ t: 4’.~~ 
ノ、 多法 モ ノ ヒ
A@ JL Ii'P- ノ ト 干自
平質離 ア 同 轍
ナ -'j ミfI 一 ソ 様密
ノレ 片 飛 ナ 質

問。



之八調南 ブ プ 日 ....、 流 噴後

ヲ E:I 査束火 電高層$｝ ....、 火出 ーー (4) 
主J・ニ忍"'・ ヨ 件民" ヨ UI 宮間 ケ 西山 セ 於 火

サ ソ 日を リ 友 ヲ 襟獄 風友 リ ア 山

カ 一駒北 降 ｛宇裳束 － ー ノ モ 茨

;v )L ケ 束下 ヒ 岬方 シ i技 f荷
ーー 日 要ま 一 'a毛主1'• 規束 ノ プ 布 多火

随 ーー 頂亙 時 界方海噴 ノ、 量 山

ヒ 至上 リ ノ 一 海上 火主 一 2疋
ア ノV 部 プ 地 O 上 － ー 激 主主 J、

漸 間 東堆上 。ヲ 飛烈 シ 出 慢．

；次 ーー 麓積風 米通散 ナ ア セ 薮

其降一 ス ヲ 過 セ リ 気 フ ノ

厚下帯ノV 越 セ リ ミJ f車 ν 初、
fす セ 及 一 北 〆、、 シ－ - 一 タ j切

ヲ 守L、，，， ？召 至両 ス 特七 七左 ソ ヨ

減 よ壬 尻 ソ 7う 霧務 日 H 右 瓢 ソ、
ジ ノ 附一至 中雌午 一・． セ 形放、
汗4 ーー 近部 HJ 航早後於 フ 火 Hi
尻 シ － ー J、 j!Lj 行鞠八 ケ ノレ 口 セ

一 7 堆北 ヲ ノ 時ノV 、 ノ フ

ア 頂和束 続報跡｝友 ~ :tm レ
五． ー上 セ ノ ti=. 行告 ケ 煙 キ ｛也
糎部ノlノ 室右 シ ーー 護k ノ 日

J、 ノ

内 ーー 毛 蘭 セ fi'i ヨ 東 I該 ヲ 前一
タト 方令 ノ 方 プ 1J<ミ レ方気候 主主 般
ユケハ面 L〆 二 流 タ ~~ {'!-ノ、

一

四
及ノレ大 ーー タ

糎 d「E日f’ 五閤
Jζ 時｝首

~、

厚活 旺ノレ ニ O 内 ヰH雪章， 、 七 ノ

サ 動 ;:...-- モ 注：時粁 ーー J也 月 羽山

二静 ーー ノ セ 降 ヲ 入方 /:LI 。止飛 ノ、 リ "fJ(. I同 リ ノ 旬停
糎後散火 b. 蛾 ブ シ ー上 よfr止
以 ノ セ 口 ト 一・． タ ニE 層 能 セ

上一 リ ノ τ広 三／ ノV ノ 気 主貢 ジ

－・ 、



~、 ノレ ス ヲ もを ヌー プ、

特今 本 ーー 是火 見 m ア 頂地 火
筆 同 火際等 山 タ l: J、 上表 山
三ζ ノ 山 ジ ノ 7氏 リ 部 暗部 ヲ -e及
，、、 理T 友互火 ヲ 火亦 一 葎 ノ
キ 火 中 一 山 鏡 口 紫於 〆、、 一
事 一 一 ーー 街友検 附色 ケ JV 般
一項於 d，、 突 ノ、 ス ；正或 ノレ モ 羽山

ーー プ 亜摩概 ノV ノ ノ、 カ ノ tP, 
届 i手 浮 硫擦 不 火紫如 J、 物
ヌ、 石 石 酸 シ 瓦p二fI 王 Lil 赤 ク ：友 中
利i 空1 流

克 ア 塁走 友色 今面 － ー
津 高 斯粉 ヨ シ ~· ヲ 日 ヨ i昆
倣熱

負Z
ヲ 石事 リ ア ーー 旦 f，守 リ セ

始 三tel
ノ5色3、 セ 直攻 ニλ 高 厚 ノレ

氏 Nr 五 有 フ 接珠 旦ノレ j且 サ ごE

ノ ノ 版 セ レ放砕 大 ヲ 皮一 ノ

命 u1 第 ノレ 粉、出 片 ノ 見 ヲ 。J、
名 自E 八 ヲ 末 セ ヨ 所 ノレ 保糎 i炎
ーー 波 版 以駅 フ ソ E百 赴持 内 赤
従 ノ

第
ア ト L〆 成 レセ 外色

京日 一 農 ナ タ リ 〉ち第 JVヒ ノ ヲ

主主 ク
同 作 ソ ノV 耕 をft 二慮部呈） 

－ ー B’右キ( 物 シ モ 長 酸ュタ》ス

之域 及 モ ノ 石 11ニアノ、レ
ヲ 牧 ノ 、 持軍 ノ 鍛表 2足 ト
j手亙 草 ア 外石 生 ヲ 面 白 モ

石 リ ーー ヲ 岩磁 }1)(; メ凶』． ヨ 色 最

流 ア 害 鎖 セ 有 リ ヲ 後
p~ 

E吋流/11 ヲ ノ 領 ブ Jζ 教 主 ノ
r1I! :!Ji由 ノ L〆 ノV 糎 ス 噴

@ ・ セ J、、 l卦 倣 ツ ーー ノ ノV Iii 
s 巧トゆ＿； シ タ セ 粒 、 ヨ 内 ヲ ヰ却
τ2 リ フ ヲ ア ノレ部常 ト

ノレ i見 ノレ 一 ジ



-I:: 防 モ 渓 反 ア R~ 高山 問 山 都

i手 ヲ ノ ツ 頂小離 一 活 j字 エミ
f;•手石 主泣主E主二 ア ア プ 上規 ーー ノ 瓦動石

止流 リ リ ソ 表部模珪 背 リ ノ 流
セ .＞、 下 高 プ 士 ーー ナ セ 駒屡激 ノ、

ノV 度 流 距 モ ヲ 近 ソ リ ノ 々 認！ 一

"' 々 ーー ニ其倒
ヨF 駒背 流 7・ 般

ノ 流 於 。雨剥急： ケ 等 出 リ t地
ノ、 下 プ 。1Jl!J 三／ 主：十 ま訣 ノ セ ミノ 出

到、堆 J、 米 ヲ LU 面 主楠 ソ 問 物
JV 干長 扇 以削 ’骨 ーー 曲筆 国其 nii ーー
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~rl ノレ 常化分傾 ミ／ 斜 ('] ！首 ノ、

チ 又 ト シ ヲ ~l プ ノ 色 ト 品問
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IMPERIAL GEOLOGICAL SURVEY OP JAPAN 

REPORT No. 106 
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The Eruption of Komagadake in 1929 

Rv 

TRUYO自HIAKAGI 

(Abstract) 

The eruption of Komagadakc on .Tune 17th, 1929, w.倒 noも

only unusual in its violence, but also in the quanもi句rof ejected 

pumiceous lav乱 whichflowed down the mounもain-sideand reached 

its foot. 

The writer visiもedthe rnounもainsoon after its eruption, and 

from hears乱：ysas well as from his own observation, was able to 

draw up the following lines. 

Komagadake, one ofもheactive volcanoes of the Nasu Volcanic 

Chain, is si旬叫edin the souも，heasternparもofもheisland of Hokkai-

do, being bounded on the north by Volcano Bay and onも，hesouもh

by Lake Onum乱．

The whole mountain is mainly built up of pumiceous ejec包－

menta excepting iぉ highe前 peakswhich con日isもofa lava ofもWO-

pyroxene andesiもG and its agglomerate. 

The crater found on the加pis ellipもicalin form with the 

sh orもerdiam凶ermeasuring 0.8 km. and the longer 1.5 km. In 

も，heboももomof もhiseraもerwhich is 850 metres乱boveもhesea-level, 

there wero, beforeもhoeruption, several explοsion cr前orletsand 
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fumaroles, suggesも，ingthe presence of a fissure 01・ 乱 placeof 

weakness below. 

No conspicuous premonitory signs 0£ the erupもionwere ob-

served onもhemountain, exccpもarnmbling noise which was heai:・d

at Shik乱be叫乱bout10 p.m. of June 16もh. Onもhefollowing 

day aもahouも1乱.m.もhefirst outhurs七tookplace from theもop

of the mmmtain, preceded by detonaもions組 dscattering of some 

ashes. It con.<s悩lof black masses of日mokemixed with ashes 

and同oneswhich wereもhrownout several times in an hour. 

Aも11乱.m.the whole mountain was enveloped in smoke, white 

and black，仙cnoise of eruption becoming very intense. Occa-

sionally, a flash of li俳句ingwas also observed here仙 d出ere.

At 1 p.m. a pumiceous lava flowed down the mountain side, 

the smoke at 2 p.m. atぬiningthe heighもofover 12 km. above 

もho間 a-level. The time in which the eruption was most 叶olent

was beもween9 and 11 p.m., afもerwhich it became gradually 

weitkor，もhrowingouもhread-crusもbombsat its final st昭o.

On tho following day, the activity entirely ceased at ahouも

1.30 p.rn., buもowingto a heavy rain-fall, a mud sもreamwas formed, 

which run downもhenorもho副総rnside of the rnounもain.

The eruption w乱S もhocause ofもhoformation ofもhreeeraおl'-

leもsonもhelloor of the old crater. Tho largest or main one 

has an oval shape and is situ九加Inear the cent町， issuing s叫oke

from several ven似 foundin iもsbottom. 'l'his m乱inone shows 

an open £i呂田nroat one of it臼endsmaking the whole appear tadpole-

shaped. '.rho next cratedeもisgourd-shaped and found southea前

of the main ono. It is also issuing smoke. Thoもhirdono fmmd 

onもhetop of Narnakoyama is T-shapo【1with tho free e11<l of lmger 
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arm pointingもosoutheast. It is accompanied by several vents, 

and from tho northeast巴l'llend of the shorもorarm, steam is issuin又

wiもhgreat force. Sublimaもionsof various伊 sesgive variegaもed

colors toも，hevents or crevic倒．

The fall of pumiceous ejecもamentawas greatesもonもhesouもh-

eastern side of the moun旬、 havingattained a thickness of one 
metro or moro at Shikabe whero over 800 houses were buried 

under thorn. The ash fell mosもlyon the summit and the 

no吋heastemsido ofもhemountain, while it was buもliも，tleon iお

weおもemside. The thickness varieJ. he加℃en3 cm. and 20 cm. 

or more. 

The pumiceous lava which was emp飴dfromもhecrat.et・ flowed 

down radially with a great velocity filling valleys. The main 

flow was that of Oshironai on the norもhwesternside of the moun-

tain, reaching 6 km. in length and ovor 25 m. in thickne田．

The damages done by the various ejec也 weregre叫 several

lmndr・edsq. km. of farms, rice fields and forests having been either 

I》＇urdun〔lerthem or swepも乱w句’ bythem. 

'l'he villages of Shikabe and Usujiri which were outside 。f
the pumice-flows were buried under ashes or crushed down by 

油）lies. Perso且skilled or severely hurt numbered six. The 

damage done is valued in all at about 8.2 million yen. 
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